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水管橋崩落事故を受けた
水道施設の維持・修繕に係る検討について

令和4年5月30日



和歌山市における水管橋崩落事故について

○令和３年10月３日 六十谷水管橋の一部が崩落

○紀の川以北（河西地区）の約６万世帯（約13万８千人）で断水等の

影響が発生

○応急復旧として、六十谷橋の車道に仮設のバイパス管を布設し、

10月９日から各家庭への給水を再開

○六十谷水管橋破損に係る調査委員会を開催

(第1回：10月21日、第2回：2月1日、第3回：5月20日)

○六十谷水管橋緊急復旧工事に着手 (11月９日)

※ 落橋部分の撤去完了（１月19日）

※ 架け替え・補修した六十谷水管橋への送水切り替えを開始（5月19日）

その後、仮設のバイパス管の撤去等を行い、六十谷橋を開放予定。
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○ リエゾン１名の派遣（ 10月4日～10日）

○ 全国の水道事業者等に対し、水管橋の維持及び修繕について依頼（10月８日）

○ 全国の水管橋の点検状況等に関する調査結果の公表（12月24日）

○ 生活基盤施設耐震化等交付金において、水管橋耐震化等事業の創設（10月27日）

厚生労働省の対応

六十谷水管橋関連状況

六十谷水管橋概要



全国上水道水管橋緊急調査の結果について
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概要：全国の水管橋（補剛形式）を対象に、令和3年10月～12月に実施。

結果：

①全国の水管橋：3,481箇所

②定期点検：これまで不十分だったところは全て点検の見直しを実施。

③緊急点検：全ての事業者において、実施済み又は実施予定。

①補剛部材ま

で点検している

1,928箇所

（55%）

③点検していない

646箇所（19%）

①実施1,928

②,③計1,553

今後予定1,390

検討中151

不要12

定期点検

①実施2,310

②異常なし431

③実施予定731

④不要9

緊急点検

①実施済

2,310箇所

（66%）

③実施予定

731箇所 (21%)

④撤去予定・工事中 9箇所( 0%)

実施しない 0箇所

n=3,481 n=3,481

②点検しているが、補剛部
材まで点検していない
907箇所（26%）

②前回の定期点検において
異常がないことを確認済み

431箇所（13%）



全国上水道水管橋緊急調査の結果について
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結果：

④修繕の必要性：必要性が有るものは、全て修繕の予定又は検討有。

⑤その他：法定耐用年数（48年）を経過したもの、バックアップのないものについて、修繕の必要性がある場合には修繕の予
定または検討がなされている。

①必要無2,719

②必要有394

修繕予定306

検討中88

③今後判断368

修繕予定

48年以上経過367

修繕不要289

修繕必要52

修繕予定43

検討中9

今後必要性判断26

経年状況

①修繕の必要性無

2,719箇所

（78%）

③今後の点検で必要性判断

368箇所 11%）

40年以上48年未満

779箇所（22%）

48年以上経過

367箇所

（11%）

不明148箇所

（4%）

バックアップ

無1,400

修繕不要1,034

修繕必要182

修繕予定143

検討中39

今後必要性判断184

30年未満
1,308箇所（38%）

全量有
1,302箇所（38%）

半量以上有
420箇所（12%）

n=3,481

n=3,481

n=3,481

30年以上40年未満
879箇所（25%）②修繕の必要有

394箇所（11%）

バックアップ有（半量未満）

359箇所（10%）

バックアップ無

1,400箇所

（40%）



○ 水道施設の点検を、構造等を勘案して、適切な時期に、目視その他適切な方法により行う

（例）

○ 水道施設の点検の結果、異状を把握した場合には、維持又は修繕を行う

水道事業者等が点検を含む維持・修繕を行うにあたり参考となるよう、

「水道施設の点検を含む維持・修繕の実施に関するガイドライン」を令和元年９月に作成

○ 特に、基幹となる水道施設に多く用いられ、また、点検及び補修等を適切に実施すると、施設

の更新需要の平準化に有効となるコンクリート構造物（水密性を有し、水道施設の運転に影

響を与えない範囲において目視が可能なものに限る）については、次のとおりの対応とする

点検のルール化を明示するもの 点検内容

・点検計画書
・マニュアル
・点検記録表 等

・対象の施設
・点検の方法
・点検の頻度 等

 概ね５年に１回以上の頻度で点検を行う

 点検した際は、以下の事項を記録する ［同施設を次に点検を行うまで保存］

・点検の年月日 ・点検を実施した者の氏名 ・点検の結果

 点検した結果、施設の劣化を把握し、修繕を行った場合には、その内容を記録する

［当該施設を利用している期間保存］

点検を含む維持・修繕（法第22条の２、施行規則第17条の２）
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水道施設の点検を含む維持・修繕ガイドラインの概要
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○ 本ガイドラインは、法令の主旨を踏まえ、「水道維持管理指針2016」や「簡易水道維持

管理マニュアル」等の技術指針類に基づきとりまとめ、日本水道協会が設置した「水道法

改正に係わる専門委員会」の意見等を踏まえて作成

○ 技術指針類が改訂された場合には、改訂内容に合わせて実施内容を見直すことや、新たな

技術の採用や創意工夫により、効果的に実施することが望ましい

○ 本ガイドラインは、施行規則に定める基準に従い、水道事業者等が点検を含む維持・修繕

の内容を定めるに当たっての基本的な考え方を示すものであり、水道事業者等が管理する

全ての水道施設に適用

○ 水道施設の点検、維持・修繕の実施方法を、考え方、必須事項、標準事項、推奨事項に分

類して記載

関係法令（水道法、河
川法、道路法、建築基
準法、電気事業法等）
に規定され遵守すべき
事項

法令には規定されていな
いが、技術的観点から標
準的に実施すべき事項
（水道施設の状況や重要
度等に応じて、内容の変
更が可能な事項）

水道施設を効果的に維持
するため必要に応じて実
施することが望ましい事
項

必須事項 標準事項 推奨事項



今後の取り組みの方向性（案）
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１．省令における水管橋の取り扱いについて

• 現行省令では、コンクリート構造物以外の水道施設に対する維持・修繕については、具体的な記述は薄く、一般論としての

規制となっている。今回の事故を受け水管橋について省令により規制を強化すべきか検討したい。

• 点検の手段について、目視の代替となる手法が使用可能である事の明確化を併せて実施したい。

２．維持・修繕ガイドラインの充実について

• 現行ガイドラインにも水管橋に係る記載はあるが、他のインフラのガイドライン等も踏まえつつ充実したい。

• 今回の事故等を受けた留意点を記載したい。

今回の事故を受けて、以下の2点について対応を検討する予定



（参考）デジタル原則を踏まえた規制の横断的な見直しについて

8※令和４年３月30日開催 デジタル臨時行政調査会（第3回） 資料１より抜粋


